
〓
重
・辻
子
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一二
重
県
三
重
郡
朝
日
町
大
字
埋
縄
字
辻
子

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
七
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一二
重
県
教
育
委
員
会

。
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
倉
田
文
美

・
田
中
久
生

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

辻
子
遺
跡
は
、
伊
勢
平
野
の
北
部
、
鈴
鹿
山
地
か
ら
流
れ
る
朝
明
川
の
下
流

部
北
岸
に
立
地
し
て
い
る
。
朝
明
川
の
北
側
背
後
に
は
、
朝
日
丘
陵
か
ら
細
か

な
尾
根
が
派
生
し
て
お
り
、
遺

跡
は
そ
の
間
を
開
析
す
る
小
さ

な
谷
口
付
近
に
位
置
し
、
谷
か

ら
南
に
向
か
い
緩
や
か
に
傾
斜

す
る
。
遺
跡
の
面
積
は
二
万
七

六
〇
〇
ポ
、
現
標
高
は
九
―

一

名

四
ｍ
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
条

桑

里
制
地
割
の
存
在
が
指
摘
さ
れ

て
い
た
が
、
昭
和
四
〇
年
代
の

圃
場
整
備
に
よ
っ
て
旧
地
割
は
失
わ
れ
て
い
る
。

辻
子
遺
跡
の
発
掘
調
査
は

一
九
九
八

・
九
九
年
に
第
二
名
神
高
速
道
建
設
に

伴
っ
て
進
め
ら
れ
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
前
期
と
、
平
安
時
代
後
期
か
ら

室
町
時
代
の
集
落
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
特
に
、
条
里
制
地
割
に
伴

う
と
み
ら
れ
る
溝
は
、
朝
明
郡
の
条
里
方
位
に
乗

っ
て
お
り
、　
一
辺
約

一
〇

九
ｍ
の
方
形
区
画
を
二
区
画
構
成
す
る
。
条
里
坪
界
溝
の
西
側
で
は
掘
立
柱
建

物
群
が
検
出
さ
れ
た
。
建
物
は
桁
行
四
―
七
間
で
ほ
ぼ
方
向
を
揃
え
て
建
て
ら

れ
て
お
り
、
計
画
的
な
配
置
が
窺
え
る
。
建
物
周
辺

。
溝

・
土
坑
か
ら
、
下

駄

。
箸

・
山
物
な
ど
の
木
製
品
や
灰
釉
陶
器

。
山
茶
碗

。
転
用
硯

・
磁
器
片
の

他
、
「廿
」
「上
」
「市
」
「め
」
「蓮
」
「大
」
「○
」
な
ど
と
記
さ
れ
た
多
数
の

墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
墨
書
土
器
は
、
灰
釉
陶
器
や
山
茶
碗
の
底
部
外

面
や
胴
部
外
面
に
、　
一
文
字
を
記
し
た
も
の
が
大
半
で
あ
る
。

木
簡
は
二
点
出
土
し
た
。
ω
は
、
Ｉ
十
五
地
区
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
八
七
二
か
ら
出

土
し
た
。
Ｓ
Ｋ
八
七
二
は
掘
立
柱
建
物
の
南
西
に
あ
り
、
平
面
は
三

。
一
ｍ
×

二

。
二
ｍ
の
不
整
円
形
、
深
さ
○

・
五
ｍ
の
上
坑
で
あ
る
。
出
土
遺
物
に
は
灰

釉
陶
器

・
ロ
ク
ロ
土
師
器

。
下
駄
な
ど
が
あ
り
、　
一
〇
世
紀
後
半
頃
と
考
え
ら

れ
る
。

②
は
、
Ｇ
地
区
の
溝
Ｓ
Ｄ
六

一
六
か
ら
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
六

一
六
は
条
里
坪

界
溝
の
南
角
に
南
西
方
向
か
ら
Ｔ
字
状
に
つ
な
が
る
と
み
ら
れ
る
幅
四
〇
―
六

〇
伽
深
さ

一
五
師
の
溝
で
あ
る
。
出
土
遺
物
が
少
な
く
、
遺
構
の
時
期
は
不
明

で
あ
る
。



2000年出土の木簡

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

Ｓ
Ｋ
八
七
三

⑪

　

「
□
□
□

□
□
□
日
日
日
Ｈ
Ｈ
日
日
□
□
□

□
　
□
□
　
承
□
□
枚
□

『
手‐‐
武
靴
端
岬
岸
和
恒
友
桓
」

⇔
∞
い
×
∞
Φ
×
Ｐの
　
ｏ
釦
〕

Ｓ

Ｄ
六

一
六

②

　

□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（孟
て
θ
ｙ
ｅ

⇔曽

ω
は
、
表
面
が
傷
ん
で
お
り
、
判
読
不
可
能
な
部
分
が
多
い
。
上
端
は
や
や

傷
ん
で
い
る
が
圭
頭
に
加
工
し
て
い
る
。
下
端
は
舟
形
に
尖
ら
せ
る
。

②
は
、
墨
痕
は
鮮
明
で
あ
る
が
、
欠
損
の
た
め
判
読
不
可
能
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『近
畿
自
動
車
道
名
古
屋
神
戸
線

（第
二
名

神
）
愛
知
県
境
―
四
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ
　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
Ⅲ
』
０
一〇
〇

〇
年
）

（田
中
久
生

〈青
山
町
教
育
委
員
会
》




